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養心会三つの心

争
わ
な
い
心

　
拘
わ
ら
な
い
心

　
　
　
　
焦
ら
な
い
心

■ 

２
０
１
０
年
新
春
懇
親
会

野
田

　久
子

2
月
11
日
（
木
）、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
赤

坂
で
、「
２
０
１
０
年
養
心
会
新
春
懇
親
会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
雪
の
降
り
そ
う
な
肌
寒
い
日

で
し
た
が
、
ご
多
忙
の
中
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
帯

津
良
一
先
生
、
金
澤
弘
和
先
生
は
じ
め
、
１
０
０
名

近
く
の
仲
間
が
出
席
し
て
下
さ
り
、
盛
会
で
し
た
。

会
場
の
舞
台
上
に
は
楊
名
時
先
生
の
七
段
錦
の
写

真
が
飾
ら
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
40
年
前
に
金

澤
弘
和
先
生
が
、
楊
名
時
先
生
と
万
里
の
長
城
の
断

崖
で
空
手
を
行
っ
て
い
る
大
き
な
写
真
が
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。

懇
親
会
は
楊
麻
紗
先
生
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、「
養

心
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
満
4
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

な
っ
て
か
ら
約
2
年
に
な
り
ま
し
た
。
高
い
志
と
価

値
観
を
共
有
共
感
で
き
る
〝
養
心
会
〞
で
す
。〝
楊
心

会
〞
と
書
き
変
え
れ
ば
、
楊
名
時
先
生
の
心
の
会
と

も
い
え
ま
す
。
年
々
皆
様
と
の
心
の
絆
が
深
ま
っ
て

き
て
お
り
、
楊
名
時
先
生
も
あ
ち
ら
で
喜
ん
で
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
帯
津
良
一
先
生
か
ら
は
「
人
は
生
来
悲

し
み
を
背
負
っ
て
い
る
。
そ
の
悲
し
み
が
深
い
程
人

を
癒
す
力
に
な
る
」
と
の
お
話
を
頂
き
、
心
に
響
き

ま
し
た
。
金
澤
弘
和
先
生
か
ら
は
「
養
心
会
が
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
る
の
を
拝
見
し
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
私
の
会
の
シ
ン
ボ
ル
は
虎
で
あ
り
、
養
心
会
も

虎
の
如
く
前
進
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
」
と
、

力
強
い
お
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
海
竜
社
の
下
村
の
ぶ
子
社
長
が

と
っ
て
下
さ
り
、「
今
朝
、
楊
名
時
先
生
の
夢
を
見
ま

し
た
。
私
た
ち
を
楊
名
時
先
生
は
応
援
し
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

美
味
し
い
食
事
と
歓
談
に
移
り
、
会
場
は
笑
顔
で

溢
れ
ま
す
。
食
事
の
一
段
落
し
た
所
で
、
大
阪
の
茶

木
康
晴
師
範
と
常
滑
の
杉
江
満
寿
夫
師
範
か
ら
ス

ピ
ー
チ
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
宴
会
を
盛
り
上
げ
る
余
興
の
始
ま
り
で

す
。
司
会
は
木
村
鎮
夫
師
範
か
ら
三
宅
絢
子
師
範
に

替
わ
り
、
鮮
や
か
な
紅
型
の
衣
装
の
琉
球
舞
踊
、
詩

吟
、
歌
曲
、
太
極
拳
経
な
ど
が
あ
り
楽
し
い
一
時
で

し
た
。
楊
麻
紗
先
生
の
要
望
で
行
な
わ
れ
た
竹
内
彰

一
師
範
と
お
弟
子
さ
ん
に
よ
る
「
五
禽
戯
」
の
演
舞

は
、
虎
・
鹿
・
猿
・
熊
・
鳥
の
動
物
の
特
徴
を
捉
え

遠く近くの仲間が集い、親睦の輪が醸す幸せの気
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た
身
の
こ
な
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
中
に
気
功
の
原
点

を
見
る
こ
と
が
で
き
感
動
し
ま
し
た
。

懇
親
会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
楊
麻
紗
先
生
よ
り

出
席
者
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
岡
山
、
大
阪
、
常

滑
、
新
潟
、
焼
津
の
遠
く
か
ら
も
出
席
し
て
下
さ
り
、

養
心
会
の
輪
の
広
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
田
村
久
夫
師
範
に
よ
る
三
本
締
め
と
、
高

橋
裕
子
師
範
の
「
皆
様
、
養
心
会
の
発
展
に
ご
尽
力

下
さ
い
」
と
の
言
葉
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

華
や
か
で
心
温
ま
る
「
養
心
会
新
春
懇
親
会
」
で
、

ア
ッ
と
い
う
間
の
2
時
間
で
し
た
。

※
新
春
懇
親
会
の
翌
日
、
雪
の
降
る
中
、
茶
木
康

晴
、
高
橋
保
、
飯
森
節
子
、
野
間
茂
美
、
竹
田
朝
子

の
5
人
の
師
範
の
方
々
が
、
高
尾
に
あ
る
楊
名
時
先

生
の
お
墓
参
り
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
楊
名
時
先

生
が
お
墓
の
中
か
ら
「
よ
ー
く
来
て
く
れ
た
ね
ー
」

と
仰
っ
た
そ
う
で
す
。

竹内彰一師範とお教室の方の「五禽戯」
華陀の五禽戯は気功の原点です。

■ 

新
春
稽
古
に
参
加
し
て牧

野

　智
子

1
月
5
日
の
「
２
０
１
０
年
新
春
初
稽
古
」
の
こ

の
日
も
、
楊
名
時
先
生
は
新
春
の
青
空
を
用
意
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
恒
例
の
太
鼓
の
音
で
始
ま
っ
た
初

稽
古
は
全
員
で
の
八
段
錦
、
太
極
拳
24
式
と
続
き
、

皆
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
太
極
拳
美
人
と
な
り
ま
し
た
。

楊
麻
紗
先
生
の
ご
講
話
は
、
東
京
湯
島
孔
子
廟
で

の
元
日
の
素
読
会
で
、
楊
名
時
先
生
が
よ
く
語
っ
て

お
ら
れ
た
『
論
語
』
の
一
節
「
罷
め
ん
と
欲
す
れ
ど

も
能
わ
ず
」
の
出
典
に
出
会
っ
た
と
い
う
話
で
し
た
。

楊
名
時
先
生
は
「
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
、
太
極

拳
は
止
め
よ
う
と
思
っ
て
も
止
め
ら
れ
な
い
の
だ

よ
。
止
め
る
と
体
調
が
お
か
し
く
な
る
。
10
年
や
れ

ば
は
っ
き
り
と
こ
の
こ
と
が
分
か
り
、
止
め
よ
う
と

思
っ
て
も
止
め
ら
れ
な
い
。
太
極
拳
は
中
毒
に
な
っ

て
よ
ろ
し
い
。
そ
う
な
ら
な
い
と
本
物
に
は
な
ら
な

い
」
と
仰
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
境
地
に
す
で
に
達
し
た
方
々
も
、
少
し
感
じ

始
め
た
方
々
も
、
太
極
拳
を
始
め
ら
れ
た
ば
か
り
の

方
々
も
、
太
極
拳
が
で
き
る
幸
せ
を
そ
れ
ぞ
れ
感
じ

な
が
ら
、
楊
家
養
心
太
極
拳
が
孔
子
廟
の
庭
に
あ
る

楷
の
大
木
の
よ
う
に
樹
勢
正
し
く
太
い
幹
と
な
れ
る

よ
う
に
、
今
年
一
年
ま
た
稽
古
に
励
み
た
い
と
の
思

い
を
共
に
い
た
し
ま
し
た
。

　型
決
む
る
遺
影
を
前
に
初
稽
古

　
　
　
　
　
　
　先
生
あ
れ
ば
八
十
五
歳

吉
野

　テ
ル

い
つ
も
笑
顔
の

帯
津
良
一
先
生

乾
杯
の
音
頭
を
と
ら
れ
る
海

竜
社
、
下
村
の
ぶ
子
社
長

今
年
の
10
月
、
海
竜
社
よ
り

楊
麻
紗
先
生
の
太
極
拳
の
本

が
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
。

高
い
天
井
と
松
の
板
張
り

の
東
京
武
道
館
で
の
新
春

初
稽
古

気
の
パ
ワ
ー
が
年
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

世
界
を
駆
け
回
っ
て
お

ら
れ
る
金
澤
弘
和
先
生
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楊
名
時
先
生
の
言
葉

自
分
と
い
う
器
に
健
康
の
花
を
咲
か
せ
る

太
極
拳
が
健
康
法
と
し
て
ま
だ
普
及
さ
れ
て

い
な
い
時
期
の
言
葉
で
す
。
健
康
は
全
て
の
基

本
で
あ
り
、
一
人
一
人
が
こ
の
世
で
貴
重
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

胎
児
は
誕
生
ま
で
に
人
類
の
38
億
年
の
進
化

を
辿
る
そ
う
で
す
。
し
か
も
生
物
は
み
な
遺
伝

子
暗
号
を
使
い
、
人
間
の
遺
伝
子
暗
号
は
99
・

5
％
同
じ
で
、
わ
ず
か
0
・
5
％
で
こ
の
世
で

一
人
の
存
在
に
な
る
の
で
す
。
人
と
競
わ
ず
自

分
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

（
楊

　麻
紗
）

■ 

気
の
爽
や
か
な
体
験千

葉
・
富
田

　政
雄

今
か
ら
5
年
前
の
春
、
突
然
両
腕
に
異
常
を
感
じ
、

数
日
の
う
ち
に
両
腕
が
上
が
ら
く
な
り
、
歩
行
さ
え

も
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
慌
し
く
入
院
、
精
密
検
査

の
結
果
は
、
急
性
変
形
性
頚
椎
症
の
診
断
。
早
期
の

治
療
が
肝
要
と
、
翌
日
全
身
麻
酔
の
う
え
、
数
時
間

を
要
し
た
頚
椎
の
切
開
手
術
。
そ
の
翌
朝
麻
酔
か

ら
醒
め
手
足
を
伸
ば
し
て
み
る
と
、
両
手
両
脚
が
す

う
っ
と
動
く
で
は
な
い
か
。
そ
の
時
の
〝
爽
や
か
な

気
分
〞
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
で
し
た
。

身
体
の
動
き
を
取
り
戻
し
た
も
の
の
、
神
経
網
の

損
傷
の
所
為
か
、
手
脚
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く

出
来
ず
、
2
週
間
程
の
病
臥
静
養
を
経
て
、
運
動
機

能
回
復
の
リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
、
2
ヵ
月
後
に
は
ゆ
っ

く
り
な
ら
日
常
行
動
に
支
障
の
無
い
ま
で
に
回
復
し

て
退
院
、
続
い
て
半
年
近
く
の
通
院
リ
ハ
ビ
リ
の
お

蔭
で
漸
く
健
康
を
取
り
戻
し
た
。

然
し
依
然
と
し
て
両
腕
に
〝
し
び
れ
〞
が
残
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
〝
し
び
れ
〞
を
取
り
去
り
、
老
化

を
ふ
せ
ぐ
運
動
を
求
め
て
坂
寄
師
範
の
太
極
拳
教
室

「
コ
ス
モ
ス
会
」
に
入
会
、
見
様
見
真
似
で
舞
っ
て
い

る
う
ち
に
、
両
手
の
指
先
か
ら
天
に
向
か
っ
て
静
電

気
が
発
散
し
て
ゆ
く
が
如
き
〝
ピ
リ
ピ
リ
〞
感
に
見

舞
わ
れ
た
。
こ
の
体
験
を
繰
り
返
す
程
に
〝
し
び
れ
〞

が
徐
々
に
薄
れ
、
今
で
は
完
全
に
消
滅
し
、
充
分
な

健
康
体
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
た
。

密
か
に
思
う
に
、
あ
の
ピ
リ
ピ
リ
感
は
損
傷
し
た

神
経
網
が
修
復
さ
れ
て
い
く
証
だ
っ
た
の
か
？
は
た

ま
た
、
こ
れ
が
〝
気
〞
と
い
う
も
の
か
。
こ
う
し
て

頚
椎
症
を
完
全
に
克
服
で
き
た
現
在
、〝
高
齢
も
亦
、

善
か
ら
ず
や
〞
と
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
コ
ス

モ
ス
会
と
共
に
、
太
極
拳
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

● 

20
周
年
を
祝
ふ

1
月
28
日
、
楊
麻
紗
先
生
を
お
迎
え
し
て
坂
寄
尚

子
師
範
の
「
コ
ス
モ
ス
会
」
20
周
年
祝
賀
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
八
段
錦
と
師
範
審
査
の
あ
と
祝
宴
と
な

り
、
長
き
歳
月
を
振
り
返
り
な
が
ら
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。

二
十
年
絆
と
も
な
ひ
春
を
待
つ

丸
山

　實
子

〜
年
間
行
事
予
定
〜

指
導
者
研
修
会

　
　及
び
総
会 

― 

決
定

 
…
…
…
…
5
月
2
日

楊
名
時
先
生
を
偲
ぶ

　
　太
極
拳
交
流
大
会 

― 

決
定

 
…
6
月
12
日

会
報
発
行
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
月
中
旬

指
導
者
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
7
月
下
旬

指
導
者
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
9
月
下
旬

指
導
者
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
10
月
下
旬

合
宿
交
流
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
月
中
旬

指
導
者
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
11
月
下
旬

会
報
発
行
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
中
旬

新
春
稽
古
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
月
初
旬

新
春
懇
親
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
月
中
旬

指
導
者
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
3
月
下
旬

会
報
発
行
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
月
下
旬

■ 

会
費
納
入
の
お
願
い

22
年
度
の
年
会
費
は
三
千
円
で
す
が
、
平
成
22
年

10
月
〜
23
年
1
月
ま
で
に
入
会
さ
れ
る
方
は
、
半
額

の
千
五
百
円
と
な
り
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
お
教
室
担
当
の
先
生
方
は
会
費
を
取
り

ま
と
め
て
、
5
月
31
日
ま
で
養
心
会
事
務
局
宛
に
お

送
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
、
振
込
手
数
料
の
か
か
ら
な
い
加
入

者
負
担
の
用
紙
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
を
ご

使
用
下
さ
い
。
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お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す

　
石
井
朋
子
師
範
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
俳
句
大
会
」
で
鷹
羽
狩
行
の
特

選
に
な
り
、
1
月
24
日
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
石
井
師
範
は
楊
麻
紗
先

生
の
俳
句
に
惹
か
れ
て
、
こ
の
道

に
入
っ
た
と
の
こ
と
。
特
選
句
は

甘
茶
仏
ま
こ
と
小
さ
く
立
ち
給
ふ

【
編
集
後
記
】

　季
節
は
巡
り
4
月
と
な
り
ま
し
た
。

雪
国
育
ち
の
せ
い
か
、
春
を
迎
え
た
喜

び
は
人
一
倍
強
い
よ
う
で
す
。

　養
心
会
は
5
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

指
導
者
研
修
会
、
合
宿
、
懇
親
会
等
の

行
事
も
充
実
し
、
会
員
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
更
な
る
発
展
を
目
指
し
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。 

（
楊
麻
紗
）

■ 

楊
先
生
を
偲
ぶ
太
極
拳
交
流
大
会

今
年
は
楊
名
時
先
生
が
帯
津
三
敬
病
院
に
入
院

中
、
気
功
治
療
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
鵜
沼
宏
樹
先

生
を
お
迎
え
し
て
、
楊
名
時
先
生
を
偲
ぶ
「
太
極
拳

交
流
大
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
養
心
会
の
会
員

に
限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時 

6
月
12
日
（
土
）
13
時
00
分
〜
16
時
00
分

会
場 

東
京
・
中
央
区
京
橋
プ
ラ
ザ
区
民
館

会
費 

二
千
円

服
装 

道
着
、
又
は
白
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
は

自
由
。
ワ
ッ
ペ
ン
の
あ
る
方
は
着
用

申
込 

教
室
単
位
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

■ 

癒
し
の
風
景

至東京至新宿 （西口） （東口）

（旧後楽園ゆうえんち）

東京メトロ
南北線・丸ノ内線

礫川公園
講道館

都営三田線・大江戸線

小石川後楽園

黄色いビル

都営三田線・大江戸線

JR水道橋駅

都営三田線
水道橋駅

白
山
通
り

至東京

青いビル
小石川後楽園

黄色いビル

東京ドーム

至巣鴨

交番 ●

春日駅

東京ドームシティ

外堀通り

春日通り

至飯田橋
神田川

アトラクションズ

文京シビックセンター
＆文京シビックホール

LaQua
（ラクーア）

後楽園駅

お 知 ら せ 定例指導者研修会

日 時
第20回　5月2日（日）　テーマ：復習と毛沢東の「体育の研究」
13時30分～15時 30分

会 場

シビックセンター　4階シルバーホール
文京区春日1-16-21
東京メトロ　丸の内線・南北線　後楽園駅
都営地下鉄　三田線・大江戸線　春日駅
ＪＲ総武線　水道橋駅
TEL03-3812-7111

会 費 2,000円　当日受付

服 装 道着、又はTシャツとズボン

資 格 奥伝以上

ゆ
っ
た
り
と
若
草
を
食
む
奈
良
公
園
の
鹿


